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国際ロータリー第2640地区
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●クラブフォーラム「５０周年記念式典について」�

●クラブフォーラム「世界社会奉仕」�

●卓話「ＷＣＳについて」
� 国際ロータリー第２６４０地区世界社会奉仕委員会
 アドザイザー　京谷　知明さん

●ロータリーソング 島　公造 ソング委員長
「奉仕の理想」

●ビジター紹介� 森川　宏昭 親睦委員
和歌山Ｒ．Ｃ．　中谷　弘　さん

●出席報告� 島　公造 出席委員長
会員数５４名（内出席規定適用免除会員９名）
２月 ５日（本　日） ３８名 ８４．４％
１月２２日（メイキャップ後） ４３名 ９５．７％

前回の例会� 2月5日（木）

次回の例会� 2月19日（木）１２：３０〜　於和歌山東急イン

本日の例会� 2月12日（木） 

  ク ラ ブ   日　　時   内　　容
和歌山城南Ｒ．Ｃ ２月１２日（木） 和歌山アゼリアＲ．Ｃ．との合同例会
和歌山南Ｒ．Ｃ． ２月１３日（金） 卓話 「妹背山海禅院徳川期伽藍復興事業の意義と効果」 妹背山護持顕彰会　会長　松本　恵昌さん
和歌山中Ｒ．Ｃ． ２月１３日（金） チャーターナイト記念例会
和歌山北Ｒ．Ｃ． ２月１６日（月） 未定
和歌山アゼリアＲ．Ｃ． ２月１６日（月） 卓話 「日本に留学して」 カテリーナ・イエローさん
和歌山Ｒ．Ｃ． ２月１７日（火） 卓話 「心の健康と感性」 メンタルヘルスアドバイザー　川崎　達也さん
和歌山西Ｒ．Ｃ． ２月１８日（水） 卓話
和歌山東南Ｒ．Ｃ． ２月１８日（水） ３８周年記念例会

●卓話� 和歌山県議会議員　尾崎　太郎さん
●皆出席表彰
角谷　芳伸さん　　５年皆出席　通算５年
真野　賢司さん　　１年皆出席　通算２３年
岡野　年秀さん　　１年皆出席　通算１７年
山本　進三さん　　１年皆出席　通算１２年
瀧川　嘉彦さん　　１年皆出席　通算２年
●ピアノ演奏 中井　利枝さん
恋のサザンクロス（バッハ）
バッハ・トウ・ザ・フューチャー（バッハ）

２月２日（月）　和歌山北Ｒ.Ｃ.　村田　昌之 / ２月３日（火）　和歌山Ｒ.Ｃ.　樫畑　友洋
２月４日（水）　和歌山東南Ｒ.Ｃ.　山野　武彦 / ２月５日（木）　大阪大淀Ｒ.Ｃ.　堀井　孝一

メーキャップ
状　況
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八幡　建二 会長

　皆さん  こんにちは。先日お正月を迎えたと思ったら、あっという間に今日はもう２月５日ということで、
月日の経つのは非常に早く感じます。何度もお話しておりますが、もう後２週間と少しになりました２月２１
日は５０周年式典です。今日も打ち合わせをしていただきましたが、どうか最後の最後までご協力をよろ
しくお願いいたします。
　昨日は立春ということで、本当に昨日今日は春のように暖かく、これがいつまで続くか心配ですが、ど

うか皆様も健康にご注意いただきたいと思います。
　お正月から、先日は節分があって、もうすぐ雛祭りで、その次には五月人形を飾って、私がそんな歳になったのかもし
れませんが日本には小さいころからこういう風習があって、意識なくやってきたのですが最近つくづく日本でよかったなぁ
と思います。当クラブでは還暦や長寿のお祝いをするのですが、今まで「満」や「数え」でいろいろ問題になっていまし
た。本年度からは６０歳の還暦のお祝いは「満」で、その他の長寿のお祝いは「数え」ですることになっております。昨
年までは全て「満」でやっておりましたので今年「数え」になりますと２年間に渡ってお祝いする方もいらっしゃいます。
近々お祝いをしたいと思いますのでそのときはどうかよろしくお願いいたします。
　「数え」といえば、「満」に一歳足せばいいと思っておられる方がいらっしゃるようですが、「満」は生まれてから一年満
期ということで誕生日の一日前の夜の１２時に達したとき、ちょうど一年が終わったので満一歳になるわけです。「数え」
の場合は生まれたときに一歳、お正月がきたら二歳、あとは毎年お正月がくる度に一歳ずつ歳をとっていきます。ですか
ら「数え年」は一概に一歳足すわけではなく、例えば今年誕生日がまだの人は「満年齢」に「２」を足します。今年すで
に誕生日を迎えた人は「１」を足します。
　今年のお祝いは去年の７月から今年の６月３０日の間に「満」で還暦になった方のお祝いと「数え」で長寿になった方
のお祝いを、今年の春頃しようと思っておりますのでどうかご協力をお願いいたします。以上です。ありがとうございました。

会 長 報 告

前田　成蔵 幹事幹 事 報 告

　・２６４０地区の挑戦
　　・サンケイ新聞　掲載分　小冊子　購入のご案内
　　・ラジオ大阪　放送分　ホームページでの試聴のご案内
　・２６４０地区　地区大会
　　 ４月２６日（日）１７：００～　懇親会参加のご案内　登録料：１万円
　・２月１９日　例会  東急インに変更  ５０周年記念式典の準備・予行演習

　・２月２６日　例会　休会
　・シンガポールロータリークラブより、５０周年のお祝い記念品をいただきました。
　・イースト会　ゴルフコンペのご案内　３月２０日（祝）天野山カントリークラブ

島　公造 委員長

　来週の例会前、１２時から１５分程度、ここでソングの練習をしたいと思います。入会３年未満の方は
レッスンをよろしくお願いいたします。以上です。

ソ ン グ 委 員 会

委 員 会 報 告

に にこ こ 箱 ありがとうございました

京谷　知明さん 卓話のお礼を頂きました。
谷口　文利さん 京谷様、本日はお忙しいところありがとうございます。
中山　恒夫さん ２６４０地区世界社会奉仕委員会アドバイザー京谷知明様をお迎えして。
山本　進三さん 先日、節分の日に樫畑ＳＡＡと別団体の会合で京都に行ってきました。
 初めて芸者さんの「おばけ」を見ることができました。
 貴重な体験をすることができました。ありがとうございました。
角谷　芳伸さん 京谷アドバイザー様、本日は遠いところ卓話に来て頂いてありがとうございます。
阪神タイガース応援団一同

 ５０周年を応援しましょう。
八幡　建二さん 堺フェニックスＲ．Ｃ．の京谷知明さん、本日はお忙しい中、ありがとうございます。
前田　成蔵さん 例会を楽しみましょう。
樫畑　友洋さん 先般、雑賀小１年の娘のクラスにもたくさん絵本が届いたそうです。
 男子には「ほねほねくん」が、女子には「クルリンちゃん」が人気だそうです。
 父兄のひとりとして改めて御礼申し上げます。

 本日の累計  ３０，４００円（計８名　９件）（お誕生日お祝い  ５２０，０００円　皆出席  １１０，０００円　その他  １，９５３，１５４円）  累計額  ２，５８３，１５４円 
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2. みんなに公平か

　本日は、お招きをいただき、誠に有難うご
ざいます。日頃は、地区の世界社会奉仕委
員会の事業に格別のご理解とご協力を賜り
厚く御礼申し上げます。
　まだまだ不慣れでは御座いますが、一生

懸命頑張りますので、最後までよろしくお願い申し上げます。

　それでは、世界社会奉仕「ＷＣＳについて」お話しさせてい
ただきます。
　まず初めに、ＷＣＳの制度的なことは簡単にお話しさせてい
ただきたいと思います。
　ＷＣＳの取り組みにつきましては、1962年から、２カ国以上
のロータリークラブが共同でプロジェクトを実施することを基
本にスタートし、ＲＩでは、1967年からはＷＣＳプロジェクト交
換事業が開始され、プロジェクト交換一覧のデータベースを
活用して、パートナー探しを支援しています。なお、資金につ
いては、ロータリー財団補助金プログラムとして、マッチング･
グラント・プロジェクトを活用するなど、いくつかの補助プログ
ラムが用意されていますが、これらの補助プログラムは、手続
きが難しく、制約も多いことから、活用しづらいという欠点もあ
ります。
　しかし、WCSプロジェクトには、小規模な教育里親制度、
奨学金制度、学校設備、教材、開眼手術などの医療補助、井
戸堀りなど1,000＄以下でできるものもたくさんあり、ロータリ
アン個人やクラブレベルで協力することが可能なプログラム
が多く存在しています。たとえ小規模なWCSであったとして
も、会員自身がそのプロジェクトを選定し、努力を重ねて実行
する方が、共にWCS活動に参加したという喜びを感じること
ができ、更にクラブの自主性を最優先するというロータリーの
管理原則にも合致するのではないでしょうか。
　地区の世界社会奉仕（ＷＣＳ）委員会の取り組みですが、既
にご承知のように、基本姿勢として、水管理、識字、保健・飢
餓問題を重点に「ＩＭ又はクラブ単位でのクラブ主導型のＷＣＳ
（世界社会奉仕）活動」を推奨しています。

　このため、当地区では、地区独自の「ＷＣＳ地区ファンド補
助金」を設け、出来るだけ多くのクラブが自主的に活動しても
らえる制度として、活用いただいております。
　地区ファンドの資格要件は、最低２カ国（プロジェクト実施
国以外の援助国およびプロジェクト実施国）のロータリークラ
ブあるいは地区が、協力してプロジェクトを計画、実施、完了
するものとし、事前に地区に申請し、承認を受けていただきま
す。地区ファンド金額は、会員一人当たり年間6.000円（上限）
の同額補助となっています。
　地区内の各プロジェクトは、年度単位でホームページに掲
載していますので、是非、ご覧ください。また、会員規模の関
係で地区内の複数のクラブが共同して参加してもらうことも出
来ます。
　なお、ＷＣＳの情報や参考資料等は、最近ではホームペー
ジで、かなり詳しく掲載されています。是非一度ご覧いただき

たいと思います。
　プロジェクト選定やパートナー探しなど、計画段階から、地
区のＷＣＳ委員にご相談いただければ幸いです。

参　考
　地区ファンド補助金の使用は、以下の事項を満たしてくだ
さい。
1.  ニーズをもつ地域社会に恩恵を与える人道的状況に取り組
む。
2. ロータリアンが積極的かつ目に見える形で参加する。
3.  個人ではなく、地域社会全体に恩恵を与えるものであること
を実証する。
4.  受益地域社会全体のためになる。プロジェクトは、個人の
学位取得や職業的向上のために計画されるべきものではな
く、また個人が研修や会議、あるいは国際交流に参加する
ことを目的としてはならない。プロジェクトは研修教育を含
むことはできるが、その研修は短期かつ基礎的な教育ニー
ズのみに応えるものでなければならない。
5. 以下の人に直接利益をもたらさない：ロータリアン、ロータ
リー・クラブ・ロータリー地区・その他のロータリー関係組
織または国際ロータリーの職員、その配偶者や直系卑属（血
縁による子または孫、入籍している養子）、直系卑属の配偶
者、または生存ロータリアンあるいはロータリー職員の尊属
（血縁による両親または祖父母）。
6. 地区委員会および地区に対し、補助金額を支払うこと以外
の責任を一切負わすものではない。
7. ワクチンおよび予防接種に関わりのあるプロジェクトは、ポリ
オ・プログラムと世界保健機関の基準、手続、方針に従う。

また、補助金を使用できないものは、
1.  土地および建物の購入。補助金プロジェクトが建物の建設
を伴う場合、建設は「地区ファンド」の対象とならない。追
加のクラブ／地区資金で賄うか、または協力団体からの資
金により調達しなければならない。地区委員会はこのような
建設工事が完了するまで「地区ファンド」補助金を支給し
ない。
2.  居住、仕事、営利活動に従事するための建物、あるいは製
造、加工、保守、貯蔵などの活動を営む建物、コンテナ、お
よび仮設住宅の建設に関わる活動。側道、井戸、貯水池、
ダム、掘り込み式便所、トイレ一式、給水設備といったイン
フラ（基幹施設）、およびその他の類似した設備の建設は
認められている。

3.  居住、仕事、営利目的の活動に従事するための建物、ある
いは製造、加工、保守、貯蔵などの活動を営む建物、コン
テナ、および仮設住宅の配電、水道などの設備を新しくする
など、改善することを含む建物の修復等の活動。
4.  協力団体または受益者のために働く個人に対する給与、報
酬、謝礼。

5.  あらゆる団体の運営費や管理費を賄うこと。
6.  高等教育活動、研究、自己開発または職能開発。

卓　  話

国際ロータリー第２６４０地区世界社会奉仕委員会  アドバイザー（堺フェニックスRC）  京谷　知明さん世界社会奉仕『ＷＣＳについて』

7.  特定の受益者、協力団体またはプロジェクトに対する過度
な支援。
8.  人道的な性質をもたない、地域の美化運動や一般的な奉
仕プロジェクト。

時間的制約
　「地区ファンド」は、人道的補助金の支払いと実施の期日
を設定した。従って、
A.  保留になっているマッチング・グラントのプロジェクト・ファ
イルが 6カ月間経っても承認されない場合、補助金は撤回
される。

B.  承認された「地区ファンド」のプロジェクト案件に支払いが
ないまま6カ月以上が経過した場合、「地区ファンド」補助
金は取り消される。

C.  支払いを受けた「地区ファンド」のプロジェクトが 12カ月
以内に実施されない場合、補助金は取り消され、地区に補
助金を返金することが要求される。

協力団体
　他団体との協力による補助金プロジェクトは、以下の条件
を満たさなければならない。
A.  ロータリーの協同提唱者は、プロジェクトが参加するロータ
リー ･クラブや地区によって実際に開始、管理、実施され
ることを明確に示さなければならない。ロータリアンは、自
分の時間や知識や技能を捧げ、プロジェクトに直接関与し
なければならない。

B.  援助国協同提唱者および地元のロータリー・クラブや地区
（該当する場合）の双方は、協力団体に関して認識があり、
その団体がプロジェクト実施国の法律の下に登録された
上で活動しており、信用性と責任能力のある団体であるこ
とを記述した推薦状を提出しなければならない。

C.  このようなプロジェクトに協力する団体は、プロジェクト関連
活動の会計監査に参加、協力することに同意しなければな
らない。

　ＷＣＳプロジェクトはマッチング･グラント・プロジェクトと同
じものであるという誤解があります。マッチング ･グラント･プ
ロジェクトと同様に、ＷＣＳプロジェクトは２カ国のロータリーク
ラブが関連するものです。しかし、ＷＣＳプロジェクトとみなされ
るのに、必ずしもロータリー財団からの資金を受領する必要が
あるというわけではありません。多くのＷＣＳプロジェクトは他
国のクラブから直接資金を受けています。さらに、すべてのＷ
ＣＳプロジェクトがロータリー財団からのマッチング ･グラント
の資金を受ける資格基準を満たしているわけではありません。
ＷＣＳプロジェクトは、相互の国際理解を深め、お互いのクラブ
がＷＣＳを通じて親善の絆を培っています。このため、さらに、
クラブにおけるＷＣＳへの関心を高めるため、ロータリーファミ
リーの方々にも直接、世界奉仕活動に参加して頂き、ロータリ
アンである喜びを感じてもらう活動を推進するために、クラブ
の自主性を最優先し、クラブが目標を達成する上で必要な情
報と支援をご提供くださいますようお願い申し上げます。
　私が、これまでのＷＣＳ活動で感じたことは、水管理、識字、
保健・飢餓問題といった「生命」や「生活」などの問題の根
源は、政府や地域行政の問題と底辺の住民が貧困と戦ってい

るということです。更に、災害や戦争などの要因も重なり、追
い討ちをかけているといった悲惨なケースもありますが、私た
ちの支援のあり方、ＷＣＳの活動も少し考え直す必要があるの
では？と最近、感じています。
　活動や支援プログラムには当然お金が必要ですが、金額
の大小にかかわらず、一時的な生活支援金は、根本的な解
決にはならない気がします。たとえ、小規模なプロジェクトで
あっても、将来に役立つ地道な活動に活用してもらいたいと
思います。貧困からの脱却が無い限り、瞬間的に生活が満た
されてもすぐもとの悪循環に陥ってしまいます。このため、自
立に向けて、生きがいを感じ、目的や希望を持って労働し、
生活の糧が得られるための支援が必要ではないでしょうか。
労働や生産活動に必要な技術や知識の習得、農業や漁業な
ど生産活動に必要な原資など、具体的に地域の立地や環境
にあったプロジェクトを現場のロータリークラブと相談しなが
ら進めていく必要があります。相手のロータリークラブだけに
プロジェクトを任せてしまうと後でトラブルや信頼が損なわれ
たりするケースも多々あります。
　もちろん困っている人々は全世界に沢山おられますし、私た
ちの力では全てを支援することは出来ません。また、支援する
団体や組織もロータリーだけではありません。
　ただ、少なくとも、縁あって共同でＷＣＳのプロジェクトを一
緒にすることになった相手国のロータリークラブとは、必ず訪
問し合い、自分の目で見て、肌で感じ、同じロータリアンとし
て、友好・交流を深め、信頼を築いていく中で、困っている現
状を正しく理解することができ、支援プログラムを一緒に考え
ていくことが出来るようになるのではと思います。

海外視察の実施
　クラブにおけるＷＣＳへの関心を高めるため、また実際にＷ
ＣＳ実施国に赴き、国際規模の問題やＷＣＳプロジェクトを実
施する重要性について、ロータリアンの理解を深めるためにＷ
ＣＳ海外視察を実施しています。
　平成 18年には、タイ王国に当地区から、22クラブ97名の
参加頂き、平成 19年にはインドネシアのバリ島視察に27クラ
ブ126名の参加頂きました。また昨年の平成 20年はフィリピ
ン・セブ島におけるＷＣＳ活動視察に14クラブ43名の参加頂
きました。
　地区単位での海外視察では、参加された方々から「参加さ
せていただき、とても良かった。」「現地の状況視察によってＷ
ＣＳの必要性や実際の支援のあり方を勉強することができまし
た。」と言うお声を頂いた上、なんといっても一緒に参加した
他クラブの方々との交流、旅によって得た深い親交は、帰国
後もロータリーの活動の中で続くと言う素晴らしい成果もあり
ました。
　地区委員会としては、今後もロータリー活動の素晴らしさ
と、ロータリアンである喜びを感じ、世界の人道的プログラム
に関心を高め、国際奉仕活動への参加のきっかけになる企画
を計画していきたいと思いますので、是非ご参加下さいます
様お願い申し上げます。
　最後までご清聴いただき、有難うございました。貴クラブの
益々のご発展を心からお祈り申し上げ、簡単ですが世界社会
奉仕「ＷＣＳについて」の卓話とさせて頂きます。ありがとうご
ざいました。


